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2 Ha-2　 繊 維 製 品 か ら の 微 細 繊 維 の 脱 落 （ 第 ２ 報 ）

○牟田緑゛　　　　　　平山順之¨

（･ 田中千代学園短大　　̈ 実践女大）
目的　繊維製品は使用により摩擦、引っ張り、圧縮などの影響で繊維が損傷し、微細繊維とな

って製品から脱落していく。そのため繊維製品は劣化し、審美性が低下するばかりか、脱落した

微細繊維は浮遊塵となって空中を漂い落ちていくので健康上・衛生上からも望ましくない。第１

報では、家庭に於ける脱落繊維の組成分析や数量分析とともに、種種の布の摩擦実験をもとに布

からの繊維の脱落の程度を調べたが、本報ではさらに着用中の衣服の摩擦を想定した布からの毛

羽や微細繊維の剥離と他の布への付着について検討した。

実験　シャーレに、実際の居住空間で浮遊脱落してくる繊維を採集し、繊維の鑑別、計測を行

った。さらに画像解析装置で脱落繊維の数や繊維長の解析を行った。布はランダムダンブル型ピ

リングテスターを応用して摩擦し、一定面積から脱落する微細繊維の量を測定し、布による違い、

摩擦時間による違いの解析を行った。また、毛羽の多い布や繊維が抜け易い布については、布の

組合わせによる摩擦をおこない、脱落繊維の剥離と付着の程度について画像解析と官能検査で調

査し、着装中におこる衣服からの微細繊維の脱落について検討した。

結果　脱落繊維は綿の量が支配的で夏期には９割に及んだ。画像解析の結果、繊維長の短い繊

維ほどたくさん脱落している事がわかった。摩擦実験の結果、繊維の種類、糸の種類、繊維長、

糸より、織り方などは、布からの微細繊維の脱落と大きく関係する事が分かった。官能検査の､結

果、布の摩擦による脱落繊維の剥離、付着には、布の組合わせによる違いが認められた。

2  Ha －3 裏地の物性と衣服の機能性（第２報）

○松梨　久仁子　　 田中　由紀　　 小笠原　桂子

（日本女大）

島崎　恒蔵

目的　前報は衣服における裏地の効果についてタイトスカート を取り上げ、裏地のもつ

諸特性がどのように関連し ているかに着目して検討を行った。摩擦特性の観点からは、衣

服における裏地の存在が効果的に作用して動作性を向上させていることが明らかとなり、

また引張特性が表地の形態保持に効果的であることが示された。本研究は前報の結果を踏

まえ、測定条件を増加するとともに、着用感などについても若干の検討を加えた。

方法　試布には、裏地として各種繊維素材の1 3 種の試料と表地とし て2 種の毛織物を

選択し た。これらの各試布について、引張試験機やKES 試験機を用いて引張特性及び摩

擦特性を測定した。摩擦特性については各裏地と表地や基布(人工皮革、パンティーストッ

キング地)等を組み合わせて、二層間の摩擦係数、三層重ね状態での摩擦係数を測定した。

次に表地1 種類について９号サイズのタイト スカート を製作し、これに裏地を付与して人

台を用いたモデル実験及び成人女子11 名による着用実験を行った。踏み台昇降などの各

種動作における表地の変形量やずれ量を測定し、動作時の着用感との関連性を検討した。

結果　動作時の裏地と人体のずれ量は三層間摩擦係数の結果とよく対応し ており、摩擦

係数の小さい裏地を付属したスカート はあまりまとわりつきを感じないことが示された。

また、モデル実験及び着用実験により 測定された表地の変形量は、いずれの場合も 各裏地

のよこ方向の伸び率の増加に伴って大きくなることが明瞭に示された。裏地の引張特性と

動作時における拘束感との関連性が認められた。
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